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･Abstr a ct
'
In this pape r, the loc al sa cred placesin Hoku riku, s o uther nTobokn, a nd s o uthe rliI(a nto
w e r ein v e stigated m ainly fr o m t he vie wpoint of pilgrim age w ays . In m a ny s a c r ed pla c e s, t he s a c r ed
point has m ov ed aro und since the tim e of e stablishm e nt,
､
and ther efore, its pilgrim age w ay c a I一n Ot
be spe cified. Clu ster an串.1ysis w as us ed for tho se sa cred plac esto s et up the pilgrim age order, and
the pilgrim age way w as r e c o n str u cted u sing GIS. Further more, the change of the mea ning
･
of a pil-
grim age w ay w as considered with regard to the s a c r ed pla c e s e stablished in r ece nt years. T he m ain
re s ults obtain ed- then a r e a sfollow s. 1)In Hokuriku, m any Kan non s a cred places etc. w e r e e stab-
lished m ainly on Echizen･in the late E do period. And the sta rtin g points are distant fro血 the end
points in m a ny of their pilgrim age w ays . 2) On the so uther n Toboku , m an y s a cred plac es we r e e s-
tablished in the far m villages and the cities after the Age of Civ l Wars. T heinflu enc e of asceticism
w a s stron g and the s acred places･of vario u skinds?verlap･ 3) M an y urban s a cred pla cesw er ee stab
-
lished in Tokyo , a nd ther e wa s ate nde n cy to pilgr l m age tO a_gr o up Of s om e s a c r ed points. On the
other hand, the pilgrim agesto everywhere in an are a w a stake nin the Tokyo s uburbs. 4)Suitable
pilgrim age ways w er e set up u sin g a m ap softw?r e etc. Ho w e v e r, the s oftw a r eis fo r goin g by ca r,
and.they are ofte n un natural aspilgrim age w ays. 5)The s acre.
d point group which e xists iha s acred
pla ce w as extra cted by clu ste r a n alysis. Fu rthe r m ore, b女 c o mbining a n eigh bo ring s ac red point, a
s uitable
.p
ilgrim age o rde r will be kn ow n ･ 6)A pilgrim age w ay w a s re c onstru cted with the shortest
path that a v oided the ris e a nd fallc o nside rin g the a ngle of inclin atio n. They ar e c onside red to r e-
s em ble the w ays m ade spo ntane o u sly. 7) A pilgrim age is o ne of the an n u al e vents having bee npe r-
fo r m ed in the shrin es, etc. fro m a n cie nt tim es. The fo r m of
-
pilgrim age a ro u nd s a cred points ca m e
to sp
.
r e ad gr adu a11y･ 8)A pilgrim age is pe rfo r m ed individu ally o rby a lo cal gr o up･ In the fo r m er
L
･
pilgrl m S Visit the s a c r ed point group o c casionally, and in the latter , a pilgrim gr o up visits ev ery-
where in the ar e a. 9)In the rec e nt pilgrim age s, sights e ein g a nd frie ndships are im portant beside s
faith a nd a m a ssfo rthe dead. Fu rthe r m ore, he alth, c ultu re, etc. are als oimpo rta nt. 10)In the aging
so ciety,.a sa cred pla ce c on ne cted with tem poralbenefits is c alled fo r. To establish on e, the influ e n ce
fr o m related c ontra ctors is la rge.
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Ⅰ はじめに
中世以降 , 全国各地 に 西国霊場の よ う な観音霊
場が 開創され た . 近世E)降に は , 四 国霊場の よ う
な大師霊場が , 西 日本を 中心 に展 開 した ｡ 霊場 に
は観音 , 大師 の は か に もさ ま ざ まな本尊 をま つ る
もa)が あり , 現代 で は不動霊場 , 十三仏霊場, 薬
師霊場 , 地蔵霊場など多くの霊場がある(田上善夫 ,
2003a)｡ 霊場 は , 地域 内の も の か ら各地方 に お よ
ぶ 規模 の もの が あ る一｡ ･ ま た各種の 霊場地域 に は地
形的に も特色が み られ , 東北地方で は盆地が 一 つ
の 地域単位 とな る 一 方 , 瀬戸 内地方で は島や半 島
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を地域単位 と し て 霊場 が 開創さ れ て い る ｡ さ ら に
都市内部 に も霊場が 開創 され た(田上善夫 , 2003b)0
こ う した霊場 の 寺院に は , 三 十三番 や八 十八番
な ど巡 拝 の 順序を示 す札所番号 が ふ られ て お り ,
こ の 順 に し たが っ て 霊場寺院が 案内され て い る ｡
た だ し札所番号の 配 置は , 霊場 に より さ ま ざまで
奉る ｡ た と え ば福岡県 の 篠栗霊場では , 修験 の 行
場 に 由来す
.
る札所所有者 の 意向で 四 国の 札所を写
し , 後世 の 廃寺や 異動 も数多 い た め に , 配置 は不
規則 で ある ｡ ま た千葉県 の 印西霊場 で も, 手賀沼
と印旗沼閤の 丘陵縁辺部 の 札所 は, 番号 の 配置は
不規則で , こ れ らを 一 巡す る行程 と は異 な る｡ ま
た東京の 御府内霊場 で は , 武蔵野台地 か ら荒川低
地 に か け て の 札所を , 近年 は番号 に よ らず エ リア
ごと
~
の 巡拝が 案内さ れ て い る｡
一 般 に 霊場の 寺院配置 は周回状 で あ り , キ リ ス
ト教 で の ｢聖地巡礼｣がた とえ ば サ ン チ ャ ゴ ･ デ ･
コ ン ポ ス テ ー ラ に 向か うよ う に 直線状 で あ る の と
対照的で あ る ｡ て の こ と は地方霊場 の 性質.に起 因
するもの と考 え られ る ｡ た だ し上述 の よう に , 霊
場 の 巡拝は札所番号順と は限 らな
L
1, が , 巡拝路が
案 内され な い こ とが 多い ｡･ま た地域 内に 各種霊場
が重層 し, 寺院 の ネ ッ･ト ワ ー ク が オ ∴ ヾ - ラ ッ プ
し て お り∴ さま ざま な霊場 の 把握を困難 に し て い
る ｡ 巡拝路 は霊場の 構成要素で あり, そ の 理解 に
は巡礼者 の 実際の 巡拝順序 , さ ら に 巡拝路の 実態
の 把握が必要 で あ る ｡
本論 で は, 巡拝路か らみ た霊場の 特色 に つ い て ,
さ ま ざま な地方霊場 が多数開創さ れ て い る越前 な
ど北陸 , 最上 な ど帝東北 , 江戸府内な ど南関東の
あ り よう を例 に し て , 明 らか に する ｡ そ れ に は ,
1)こ れ ら の 地域 に お け る , さ ま ざま な規 模お よ び
種類 の 地方霊場 を踏査 して , 現在 に お け る巡拝路
の 実態 を明 らか に す る｡■2)全 国霊場巡拝事典(大宝
輪閣編 , 1997), 日本祭礼地 図(田原 久編 , 1980)
な どを資料とし; 札所の 経緯度座標 , 本尊, 宗派 ,
開創な ど の 項目を含め た デ ー タ ベ ー ス を作成する ｡
こ れ より巡拝路 に つ い て , カ ー ナ ビゲ ー シ ョ ン に
よ る ル ー ト探索 , ク ラ ス タ 丁 分析 の 援用 に よ る巡
拝順序 の 設定 , GISに よ る傾斜を 考慮 した 最短 パ
ス とし て 近世 の 巡拝路の 復元 , を試 み る ｡ 3)上 記
に よ り巡拝路が 明 らか と な るが , そ の 形態 の 特徴
に つ い て , 各霊場 を巡拝する人 々 の 特色 か ら比較
検討する ｡ ま た新 た に 開創 され た霊場 に つ い て ,
現代 に お け る巡拝路の 性格 や そ の 設定中背景 に つ
い て 検討を加 え る こ と と し た い ｡
Ⅱ 地方霊場とその巡拝路の特色
1 . 北陸 ･ 東北南部の霊場
八 乙女山の 三十三 観音
富 山県東砺波郡井波 町の 八 乙女山(756m)で は ,
そ の 北西斜面 の 山道 に沿 っ て , 三 十三観音が 安置
さ れ る(図1)｡ ｢八 乙女｣ に は丞 女 の 意味 が あ り ,
古来修験と もか か わ り の 輝い 地域で あ る . い ずれ
の 観音像も , 昭和56(1981)年に 安置され た(図2)0
富山県西部 で は はか に も, 殿様道 , 中筋往来 ,
倶利伽羅峠な ど の 街道に 沿 っ て , 三十 三観音が 安
置 され て き た ｡ こ の 中 で 倶利伽羅峠三十三 観音の
札所番号 の 配置 は不規則 で あ るが , 安置 され た 当
初 は規則的で あ っ た と考 え られ る｡ 付近 に はさ ら
に 近世に 開創 され た 一 国霊場 な ど , さ ま ざま な種
類や 規模 の 霊場が み ら れ る ｡
福井市三十三 番霊場
街道な ど に 沿う 三十 三観音 は , 河岸や 山中な ど
人里離れ た位置 に も安置 され る甲に 対 し て , 町中
の 寺院を巡 っ て も三 十三観音が 安置さ れ た ｡ 福井
市周辺に も福井市三 十三番霊場や , 慈母観音三十
三札所な どが あ る(図3)｡ 福井市 内に は近世末 より
多く の 霊場が 集中 して い る ｡ ま た敦賀付近に も,
六十六 ヶ 所 の 新 四 国巡 礼地が あ っ た(山田雄造 ,
1996)0
越前三 十三番札所霊場




も多数み られ る ｡ 越前三十三 番札所霊場 は , 延宝
年 間(1673-81)頃 に 成立 した も の で , 北陸 に お ける
地方霊場の 噂矢 の 一 つ と思わ れ る｡ 嶺北 に は , 越
之国三 十三観音霊場 な ど もあ り(図4),.北陸 で も霊
場 の 密度が
.
と く.一に 高い ｡ こ れ に は福井 の 西国軍場
に 近 い 位置や , 嶺北 の 盆地状地形な どが かか わ る
と 考え ら れ る ｡ 若狭霊 場(富永博 次, 1982;榎 原
雅 治 , 1996)で は , 巡拝路 は環状 で は なく海岸 に
沿 っ て 延び て い る ｡
佐渡四 国八十八 ヶ所
北陸地方で も, 観音霊場が 多く大師霊場 は少 な
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地方霊場 の 開創と そ の 巡拝路に つ い て
い ｡ た だ し 一 国規模 中大師霊場はみ られ , 佐渡 に
も佐渡 四国八 十八 ヶ 所が ある(図5)｡ 同霊場 は文化
十 二(1815)年七 , 第6番蓮華峯 寺(図6)の 僧 らが , 四
国霊場 の 砂 を島内の 八十八 ヶ 寺 に 奉納 した の が始
ま り と さ れ て い る(大路 直哉, 2001)｡ そ の 巡拝 路
は島を周 回す るよ う に 続 い て い る占
2 東北南部の霊場
岩部山三十三 観音
前述の 八 乙女山三十三 観音の よ う な小規模霊場
が , 山形県に もみ られ る ｡ 山形盆地 と米沢盆地を
結 ぶ 奥羽本線 中川駅北側 の , 南陽市川樋の 岩部山
(506m)に , 三十 三観音 が あ る ｡ 岩郡山は凝灰岩質
で で き て おり , 石切場 が あ っ た .- 岩郡山南側斜面
を巡 っ て , 三 十三 体の 観音像が岩肌 に 浮き彫 り に
さ れ て い る(図7)0
宕郡山の両方 に も類似 の 石仏が ある ｡ 東置賜郡
高 畠町の 竹森 山(281.5m)に も , 麓 か ら頂上ま で の
道 沿 い に 三 十三 観音が 立 っ(奥村幸雄 , 1997)｡ 付
近 の 天台宗東光寺 は修験系寺院で あ る ｡ 米沢盆地
を 中JL､ に し た最上川流域 に , 明治29年 に 開創 され
た置賜新四 国霊場 の 第79番 に あ た る ｡ 南陽市 二 色
根 の 同第88萄薬 師寺 も , 小山(341.2m)の 南斜面 に
あ り , 赤湯 の 町を見お ろす位置に ある ｡
さ ら に , 米沢盆地か ら板谷峠を東に 越え た福島
盆地 中央の 信夫山(287.6m)に も , よく似 た観音が
あ る ｡ 信夫山の 東 向き斜面 に , 95体 の 観音像 や供
養仏 が彫 られ , 岩谷観音 と よば れ て い る｡ 仏像 の
/
大半 は江戸時代中期 と い う(2003.1.18朝 日新聞)｡
信夫 山に は羽黒山神社 も鎮座 する ｡
山形三 十三観音
山形市内に も , 小規模 な山形三十三 観音霊場が
あ る(図8)｡ 奥羽本線西側 に あ る第7番正徳寺 は ,
こ の 霊場の 南西端 にあ た り_,
■
山形 ･ 村山四十八 地
蔵第19番 , 山形百八地蔵第13番の 札所 で もあ る｡
じ ょうし J;う じ .
そ こ か ら500m は ど離れ た第8番静 松寺 は , 境 内 に
は最上三 十三観音の 写 し な どが ま つ られ , 神社も
隣接 して い る ..第7番 と第8番 間.の.
1町勢至堂 は,
山形十 三仏 の 第9番札所セ, 境 内 に は湯殿 山, 顔
申塔 , 大黒天 , 蔵王山, 十八夜 , 天照皇太神宮 ,
地蔵 , 五輪塔 な どが ま つ ら れ , こ の 付近 一 帯 に 修
験 の 影響が うか が わ れ る｡
奥羽本線 の 東側 に は第6番宝光 院が あ り , 同所
は山形 ･ 村 山四 十八地蔵第18番 , 山形百八 地蔵尊
むつ ぐぬ ぎ
第26番霊場で も あ る ｡ 六植八 幡宮に 隣接 し て , 罪
5番報恩寺が 続く ｡ こ れ ら の 寺院 で は い ずれ も 本
堂 と は 別に , 山門を入 っ て 左側 に 観音堂 が建て ら
れ て い る｡
む つ く め ぎ
第1番六樋山宗福院 は , 天台修験 道山形法 流の
寺 院で ,･ 計7霊場 の 札所 を兼ね る(表1). 付近 に は
第2番蔵龍院 , 第4番勇大庵 , 第3番勝 因寺が 続く ｡
第17番誓願寺境内に は牛頭観音 を中 に し て 左 に 馬
頭観世音 , 右 に 豚観世音 , 脇 に 鳥 の 石碑 が ま つ ら
れ る ｡ 真言宗智山派 の 寺院で 湯殿 山の 大石碑が あ
り, 山形百八地蔵第24番 , 新 四国最上八十八 ヶ 所
第13番札所で もあ る｡ 第9番般若院が あ る ｡
表1
六植山宗福院
山形 三 十 三 観音第 1 番
最上 霊 場第 8 番
山形十三仏第 1.香
最上新西国第 1 番





最上 霊 場 第 1 番





百 八 不 動尊霊場第 7 0番
こ の よう に 山形三十 三観音の 札所 に は, 他 の 霊
場札所 を兼ね る寺院が多く 見 られ る ｡ 実際山形盆
地周辺に は, 多数 の 霊場が ある(表2)｡ 観音 , 大師,
地蔵 の はか十三 仏 , 七福神な ど の 霊場が各都市を
中心 に し て 開創 され て い る(図9)｡ ま た修験 の 影響
も明瞭 で あ る ｡ た と え ば置賜三十三 観音 は , 享保
七(1722)年の 札所制定当時 , 別 当 に 修験 系の 寺院
が多 か っ た と い う ｡ ま た規模は小さく , 別当寺院
をもたず観音堂が 単独で 立 っ て い る もの , あ っ て
も遠く 離れ て い るも の が 割合多 か っ た と い う ｡
最上三 十三観音霊場
山形周辺で 開創が最 も古 い の は , 最上霊場 で あ
る(図10)｡ 最上霊場第1番 は天童市 の 鈴立 山若松寺
で あ る ｡ 若松寺 は山形盆地 に突 出し た山地 の 谷を
2km は ど東 に 遡 っ た山中に あ る ｡ 境内 か ら奥の 院
に 登 る周回状 の 道筋 に , 三 十三観音の 石岡が 置か
れ , 奥 の 院 の 周囲に は池が め ぐ らさ れ る ｡ 付近 の
最高 地点(388m)に 至 る道が あ る ｡ 若松寺 は計7霊
場 の 札所を兼ね て い る(表1)｡
第2蕃山寺千手院 は , 山形市 ｡ 天 童市 境の 立谷
川 の 谷 中に あ り , そ の 前を仙 山線 が通 る ｡ 0.7km
り っ し ゃ くじ
は ど下流側 の 山寺立石寺 は天台宗 で 日枝神社が な
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ら び, 山門か ら急斜面 に せ み塚, 弥陀堂 , 仁王門,
奥 の 院 へ 800余 の 石段が 続く ｡ 立 石寺 と千手院間
の 凝灰岩 の 斜面上方 に は , 垂水霊境 , 城岩七岩 ,
修験場 な ど の 修行 の 場 が 連 な る ｡ 千手院 の 現在 の
本堂 は山麓 に ある が ,･本来 は滝の そ ば の 垂水観音
の 位置に あ っ 1=｡
表2 山形 県の主要霊場
寺 と な っ た が , 昭和51(1976)年に 昭和新 撰江戸三
十三 所と し て 再興 さ れ た(塚 田芳雄, 1989)｡
こ の 江戸三 十 三観音札所 の 第1番 は , 台東区浅
草 の 浅草寺 で , 当初 よ り存 続 し て い る ｡ 坂東 三 十
表3 江戸 ･ 東京の 主要霊場 塚田芳雄(1989)ネり集成














最上 新西国三 十三 観音








範四 国最上八 十八 ケ所
北国八十 八 ケ 所







文化十⊥(1814) 沼沢 明, 1988
江戸未 - 明治初 高橋由子 , 1995
宗教グラフ情報社編 , 1 992
出羽拓十三仏葛場会 , 1 992
平成4(1992) 大路直哉 , 2001
′
佐藤清敏 , 1984
( 伊藤妙子. 2001昭和60(1985) 大路直哉 . 2001
昭和 2(1927) 東根七観音電場会 . 1992
.寺尾 満 , 1998
大永六(1526) 渡辺 信三 . 2000
文化十-(1814) 沼沢 明. 1978
佐藤清敏 . 1983
享保十八(1733) 寺尾 沸, 1998
? 昭和58(1983) 阿部酉育夫, 19 83
明治27(1894) 東根七観音電場会 . 1992
田原 久編 , 1 980
田原 久編 . 1980
明治19(1886) 沼沢 明. 1978
昭和 62(1987) 沸教文化 通信編集部 , 1987
明治29(1896) 奥村幸雄 , 1997
享保七(1722) 奥村幸雄 , 1997
明治13(1880) 奥村幸雄, 1997
第5番 唐松 山護国寺 は ,ー 山形市 か ら馬 見 ヶ 崎川
を 遡る東沢 に あ る ｡ こ の 谷は現在山形自動車道が
通 る｡ 馬見 ヶ 崎川 と滑 仰の 合流す る付近 の , 帝向
き急崖 の 懸造り の 堂手前 , 岩窟 に 唐松観音が 安置
さ れ る ｡ ま た 山神 , 水神 な ど もま つ られ る｡
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東京 と そ の 近郊 に は , 近世以降観音 を は じ め大
節 , 阿弥陀 , 七福神 , 地蔵な ど の 霊場 が 開創 され
て き た(表3)｡ 江戸 時代中期に は , 江戸市 内を中心
に と く に 観音霊場 が開創さ れ , 江戸 の 近郊 に も観
音霊場が 広が っ た(図11)｡
中 で も江都三 十三 所観音 は , 寛文八(1668) 年の























































































江戸 山の 手二 十八所地蔵尊参
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地方霊場の開創とそ の巡拝路に つ い て
図1 八 乙女山の 三 十三観音
富山県東砺波郡井波町にあり, 山麓は井波風とよば





坂井 , 福井 , 奥越 , 丹南の嶺北全域に展開す る越前三十三
番札所霊場は , ｢越前国地西国｣ と称され , 延宝年間(16 7 3-
8 1) 頃に成立 したo 安永年間(17 7 21 8 1)には今立地西国, 寛政
年間(1789-1 80 1)には池田地西国, そ の後も府 中地西国, 大
野地西国が成立 した と い われる(宇佐美雅樹, 19 94;杉原丈




(育)｡ 新四国の発願 は佐渡郡真野町国分寺に ある国分寺, 蘇
願は佐渡郡真野町四 日市にある大願寺で , 四国大窪寺の写 し
とされ , 境内にはまた瑠璃堂が ある｡ 第1番から第5 1番まで ,
島 の外周に沿 っ て左回りに回り, 第5 2番から第8 8番まで を
中平野を右回りに回る｡
図3 福井市の霊場
福井市内の霊場はすで に , 文化十 二(1815) 年成
立 の ｢越前国名蹟考｣ に, 六十六所観世音順礼と
して掲載されて い る｡ 福井市内に はほかにも, 坂
東三十三所 , 26寺院の 祖師廻り, 福井八 十八 ヶ所
弘法大師参りなどがある(杉原丈夫編, 19 8 0)
0 5 10 20 キロメー トル











は, 重要文化財 の金堂∴弘法堂 , 骨堂 ,
小 比叡神社ほか , 多数 の 堂宇が ある D
園8 山形 三 十三 観音霊場
山形奴, 現在 の霞城公園は , 蔵 王 山
か ら西流する馬見ヶ崎川が作る扇状地
上 に位置するo 城 を取り囲んで武家地,
そ の外側に 町人地が あり , さらに外側
に寺社地が配されて いた ｡ 山形市の メ
イ ン ス トリ ー トである国道11 2号は こ
の 町人地を貫い て い る｡ 三十三観音の
巡拝路は寺社地を結ぶが , 城 より扇状
地の 上流側半径2kmほ ど の半円形をな
して い る｡
図7 岩部山三 十三 観音第33番
天保 四(18 3 3) 年の 大飢偉の とき,
川樋村松林寺住職の金毛和尚が石工
に西国三十三観音を刻ませて , 開創
された｡ 毎年4月17日が祭りで , 巡礼
の衣装を整 え, 札所 の御詠歌を唱え
なが ら巡拝 したというo
図9 山形 県の最上 , 庄内 , 置賜霊場
巡拝順序は後藤博(19 9 6)に よる｡ 最上霊場は多くの 温泉
が あり(武田小兵 , 1 93 1), お よそ札所番号順に4日(伊藤九
左衛P5, 19 80)から8日(後藤博, 1 99 6)でまわ る
図11 江 戸時代に開創された江戸 の観音霊場
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1地方霊場 の 開創と そ の 巡拝路に つ い て
三 観音 の 第13番 札所 で あ り , ′ま た こ こ か ら2km
上流 の 白髭橋ま で の 間 に , 浅草七福神があ る ｡ 隅
田 川に 沿 っ て 低地帯 に い く つ か の 観音が あ る ｡
第2番 は浅草寺西方600m の 合羽橋通 り に 面 した
せ い す い じ
清水寺 で あ る ｡ さ ら に 隅田川 に 沿 っ て 江戸通り を
3km 南 た行く と , 中央 区日本 橋小伝馬 町の 伝馬町
牢 , 処刑場跡 に , 第5番大安楽寺 が あ る ｡ 現在 オ
フ ィ ス ビ ル が立 ち並 ぶ 人形町通 り の0.7km 南東 の ,
中央区 日本橋人形町 に , 第3番大観昔 が あ る ｡ も
と 鎌倉 に あ っ た大 き な菩薩頭部 を本尊と し , 境内
に 馬頭観音 , 地蔵 , 葦駄天な ども ま つ る ｡ そ の 東
方1km 余; 隅 田川対岸 の 墨田 区両国 に , 第4番 回
向院が あ る ｡ 明暦大火 , 安政大地震 , 関東大地震
の 犠牲者 をま つ り , 境内 に馬頭観音の 高 い 塔が た
つ
｡
回向院か ら北西 に 3 km , 含東区上 野公園 に , ′
第 6番清水観音堂が あ る(図12)｡ 多く の 観 音 は こ
う した小高 い地 に あ る ｡ 港区三 田 の 高台か ら北西
の 渋谷川 に向 けて 下 る魚藍坂に , 第25番魚藍寺が
ある ｡ 付近 の南北に 伸び る台地上に は寺院が多く,
1 km 南 の 港 区高 輪 に , 第29番帝野 山東京 別院が
あ る｡ 同寺 は御府 内八 十八 所の 第 1番札所 で もあ
る ｡
明治大正期 に も, 東京近辺に は多数の 観音霊場
が 開創 さ れ た(図13)｡ とく に , 日露戦争後 , 関東
大震災後 , さ ら に 戟後 に , 開創 の ピ ー ク があ るム
図13 明治以降に 開創の東京近郊の 観音霊場
昭和 10(19畠5)年頃に は 京王 三 十三 所 , 昭和 11(19 36)午
に
.
は小 田急武相 三十三所 の ように , 鉄道 線 に 沿 っ て も開設
され る｡
御府内霊場
江戸時代 に は江戸近郊 に , 多 く の 大師霊場 が開
創 さ れ た(図14)｡ 観音霊場 と異 な り , 江戸 の 東 の
水 田地帯に 多 い ｡ 明治 ･ 大正 期に は , 江戸時代 の
旧霊場が組 み直さ れ , 新 た に 開創さ れ た(図15)｡












江戸の 代表的大師霊場が , 御府内八 十八所 で あ
る ｡ 第1番 は高野山東 京別 院で あ る(図16)｡ 周囲
に10ヶ 寺以上を み る ｡ 江戸 に は こ の ほ か に も , 延
宝三(1675)年開創の 江戸六阿弥陀 を は じ め , 6 つ
の 六阿弥陀霊場が あ る( 図17)｡ ま た安永 四(1 77 5)年
.開創 の 山手七福神を は じめ22の 七福神霊場 が あ る
(図18)｡ さ ら に 元禄四(1691)年 開創 の 江戸最初六地
蔵を は じ､
め , 8 つ の 地蔵霊場が 開創さ れ た(図19)｡
印西霊 場
江戸近郊 の 印西で は, 北総地方 で 初め て , 享保
六(1721)年三月 よ り , 大師霊場巡行が 開始 され た ｡
せ ん そ う じ
第 1番 を小倉村泉倉寺 , 第44番 を笠神村南陽院,
第66番を平賀相乗福寺 , 第33番 を師戸村広福寺 と
し, 残 り の 霊場 は地形 , 景観を考慮 して 割 り当て
られ た ｡ 89札所の はか71の 番外が あ り , み ち の り
は約120km8.
こ お よ ぶ ｡ 文化(1804118)年 間に 一 時衰
退するが , 天保元年(1830)年に巡行が再開され た ｡
平成 7年 に は 4月 1 - 9 日に ま わ っ て い る(榎本
正三 , 1996)｡
印西大師 は こ の 地域の さ ま ざま な講 の ひと っ で
ある ｡ 印西市史編纂 室(資料整 理作業所)に 保存 さ
れ た 印西大師巡拝順路図(1991年改訂)に よ れ ば ,
巡拝路 は手賀沼 と印確沼 に 挟ま れ た東西 に延 び た
丘陵に お い七, 印西市を 中心 に 東は本埜村や 印播
村 , 西 は白井町に わ た っ て い る｡ 出発地点 は 一 定
で はな い が , 毎年春 に 同じ地域を周回す る｡ 巡拝
地点 は , は と ん どが 丘陵の 縁辺地域 に あり , こ の
地域の は とん ど の 寺院を 連ね て い る(図20)｡ な お
神社も丘陵の 縁辺部 に 立地 して い る ｡ こ れ ら の 寺
院を 巡る こ と は丘陵部を 一 巡す る こ と に な り , 巡
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1 . ル ー ト探索による巡拝路
霊場の 各寺 院あ る い は堂宇な ど に は札所番号が
付 さ れ て い る ｡ 全体 で は周回す る よう た配置 され
る こ とが 多い ｡ ′と き に札所番号が 不規則 に 配置さ
れ , 巡拝絡も示 され ぬ に せ よ , 実際 の 巡拝 に は て
定 の 順序や巡拝路が選 ばれ る こと に な る ｡ と く に ,
各霊場の 札所寺院 は, 山地や 丘陵の 麓 , あ る い は
段丘や 台地 の 縁辺部 , ま た扇状地や沖積地 にお い
て も自然堤 防な ど の 飯高地 な ど ,､傾斜変換点付近
に 位置する もの が 多い ｡ そ の ため 巡拝路 は基本的
に 周囲 の 起伏 を反 映し た も の と な る ｡
ま た東西 に 約200km の 西国 で も , 四 国遍路 は江
戸時代 中東 念 の 案内書 で は , お よ そ1400km と い
われ , 巡拝路 の 総延長 は長大 なもの と な る ｡ 全 て
巡 る に は約40 日を要す.る ため , 巡拝路 の 意味 は大
き い'｡ 〕
_巡拝路 をゼ ン リ ン の 電子地図帳Z5 より ル
ー ト 探
索 し て 求 め る(図21)｡ し か し ル ー ト 探索 は卑を対
象 に し て お り, ま た徳島の 第12番焼 山寺 , 足摺岬
の 第38番金融福寺 , 愛媛 の 第45番岩屋寺 , 第62番
槙峰寺な ど山間部 に あ る札所 で は, 路 を往復する
な ど , 不適切 な部分 が あ る ｡
秩父三 十四 ヶ 所観音霊場 で 札所順 に ル ー ト 探索
を行う(図22)｡ 結果 は , 小道を通 らず山地を大きく
迂 回■し , ま た札所寺 院ま で 同 じ路 を通らて の 出入
り も多 い ｡ 徒歩 で の 巡拝 で は より小道 が利用 され
た はずで , ま た順行の 路 がた どられ たと思われる ｡
2. 札所群と巡拝の順序
札所配置が 不規則で あ れ ばもち ろ ん , 規則的で
あ っ て も, 巡拝 の 順序 は札所番号 に か か わ らな い
こ とも多い ｡ た とえ ば御府 内霊場 は13エ リ ナと し
て 案内 さ れ て い る(塚田 芳雄 ･ 遊佐喜美男 , 2000)
(図23)｡ こ れ は都市交通機関 と の 組 み合 わ せ を前
堤.と し て い る ｡ 本 来, 札所 の 配置に は地域的な ま
とま り が認 め られ , 札所 は札所群 と し て 捉え る こ･
とが で き る ｡
こ の 札所寺院の 地域的 なま と ま り に 注目 し, 礼
所 の 位置に ク ラ女ク ー 分析 を適用する こ と に よ り ,
札所群 を抽出 し , さ ら に 一 般的な巡拝の 順序 を推
定する こ と.を 試み るー ｡ まず札所寺院 の 緯度 ･ 経度
座標か ら , .経線間･隔 を補正 して , Ⅹ-Y座標 に 変
換する ｡ さ ら に寺 院問 の 距離を ユ ⊥ ク リ ッ ド の 距
離と し , 距離 の 回帰的定義と し て 最長距離法 を用
い て , 札所群を抽 出し た ｡ 御府 内八 十八 ヶ 所霊場
を例 とす る と , 先 に 呈示 され て い る13エ リ ア に も
と づ い て 予め3区分 し , そ れ ぞ れ に つ い て ク ラ ス
タ ー 分析を した(図24)｡
得 られ たデ ン ド ロ グ ラ ム か ら , 大区分 と し て4,
中区分 と し て 8, 小 区分 と し て16の ク ラ ス タ ー を
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1地方霊場 の 開創と そ の 巡拝路 に つ い て
抽 出す る ｡ 次 に , 大 , 中,･ 小 の ク ラ ス タ ー 順 に ,
結合 を決定する ｡ さ ら に 小ク ラ ス タ ー 中 で 個 々 の
札所 の つ な が り を決意し, 中ク ラ ス タ ー , 大 ク ラ
ス 女 一 間 も個別の札所で 結ぶ ｡ すな わち ク ラ ス タ ー
の 結合過程を逆に た ど っ て , 類似 の 札所ク ラ ス タ ー
を次 々 に結 び , ∴全札所 の 巡拝順序 を設定 し た ｡
設定さ れ た順路 に は; 河川な ど の 地形の 影響が
認 め られ る ｡ と りわ け台地 の 縁辺部 や , ま た河川
や細長い丘陵 に沿 っ て 地域的な ま とまりが で き る｡
目黒川 , 古川一淡谷川, 神 田川 ⊥ 妙正寺川, 石神
井川上流部 , 上野 , 亀戸 , 両国 , 深川近辺に 札所
が な ら ぶ .I. そ こ は武蔵野台地を 開析す る小河川沿
い や , 荒川低地 で も自然堤防な ど の 微高地 に あ た
る(図25)0
秩父霊場 に 同様の 方法 を適用 する と , 札所群 と
し て , 横瀬川 , 秩父 , 浦 山川 , 三峰 口 , 赤平川 に
沿 う地域 な どが 示さ れ る ｡ ′ こ れ は巡拝の 順序 と し
て の ま と まり と ほ ぼ対応する ｡
石川県の金沢西国観音霊場は , 同様 の ク ラ ス タ ー
分析 をする~と浅野川 , 卯辰山, 段丘 , 犀川 と寺町
の 台地に 別 れ; そ れ に もとづく と , 段丘 や丘陵の
縁辺部に 沿 っ た , 巡拝路が設定 され る(図26)0
富山県の 高岡三十三観音 は , 二 上山, 高岡市街,
小矢 部側 に 分 か.
れ る ｡ 高 岡付近 は南 北 に■携 れ る
せ ん ぽ が わ
千保川に よ り東西に 分か れ , 札所 は東側 の 古城公
園の の る微高地を巡 っ て い る こ とが 示さ れ る ｡ ま
た札所は とく に 微高地 の 西側 に 列状 に集 中して い
る ｡ 農耕地が 広が っ て い た 時代 に は , 用水 と の か
か わ り か ら土地の 微起伏 に大 きく影響 し た こ と が
考え られ る(図27)｡
霊場 を巡 る に は 一 度 に で は なく , む し ろ週末 な
どを利用 して ,･数次 に 分 け て 巡拝する こ とが多 い
と思 われ る｡ そ の 際 に は札所群が 一 回 の 巡拝 の 単
位と な るた め , こ こ で の ク ラ ス タ ー は そ の 札所群
を示すもの と考え られ る ｡
3 . 傾斜角を考慮した最短パス による巡拝路
前述の よう に 霊場の 寺院 は小高 い 位置 , 傾斜変
換点付近に あ る こ と が多 い ｡ そ の た め実際の 巡拝
路は , 起伏 の 影響を 大きく 受 ける ｡ こ う した起伏
を 考慮 し た巡拝 路.を , E S RI社 の ArcV iew8.1 を適
用 し て , 2点間の 最短 パ ス と し て 抽 出す る｡
-一最短 パ ス 描 画の 手順 は以下で あ る ｡ 1)国土地理
院 の 数値 地 図50m メ ッ シ ュ (標 高)を , In version
Distance W eighted法 で 内挿 し て , ラ ス タ デ ー タ
に 変換 し , さ ら に 傾斜角 を計算 して ク ラ ス 分 け し
て , 傾斜角 コ ス ト ラ ス タ とす る ｡ 2)傾斜は巡拝路
と し て の 困難 を示す と し て , 偶数札所 を出発点 と
し て , 加重 コ ス ト距離 を計算 し , ま た方向 ラ ス タ
を 得る ｡ 3)こ の 加重 コ ス ト ラ ス タ , コ ス ト 方向 ラ
ス タ よ り , 前後 の 奇数札所を 目的地 と し て , 最短
パ ス を求め る ｡ こ う し て 抽出さ れ た最短 パ ス を ,
一 般的 な巡拝路と した(図28)｡
御府内霊場 の 場合に は , 傾斜地 を迂回する巡拝
路が設定さ れ る ｡ そ れ は多くの 場合 , 台地上 を通
る こ と に なる ｡ 小河川 の 河谷内に く ら べ て , 平坦
で 直線上の コ ー ス が と りや すい こ と に よる ｡ 実際 ,
中山道や 甲州街道 な ど の よう な古 くか ら の 主要道
も台地上を 通 っ て い る ｡ ま た秩父霊場 で も 同様 に
求め た最短 パ ス に は, そ れ に近㌧､路が 存在 し て い
る ｡ い ずれ に せ よ得られ た 巡拝路 に は , そ れが 谷
茄 や山麓に 沿 っ て大 きく迂回する様子が示さ れる ｡
こ の 傾斜角 を考慮 し た巡拝路 は仮想の もの で は
あ るが , 実際 に はそ れ に 近 い 道が 存在 し , そ の た
め とく に近世以前の 各霊場 の 巡拝路を推定する手
が か りと な る もの と考え られ る ｡ 札所寺院が 傾斜
変換点付近 に 多･い こ とか ら, 巡拝路 は坂道や 屈曲
を伴 う こ と に なる が , 宗教 的な意味の あ る と こ ろ
を除 けば , 巡拝路は こ う した傾斜 の 急な と こ ろを
避 け て 選 ばれ た と考え られ る ｡
Ⅳ 巡拝路からみた霊場の検討
1. 巡拝の慣行と霊場の成立.
復元 され た巡拝路の 形態 は , 四 国霊場の よ う な
環状の も の ば か り で な く , 稲妻状 や , 出発点 に 戻
ら ぬ 線状の もの もみ られ た ｡'そ れ ら の 形態は , 蛋
場 の 性格の ⊥ 端 を示し て い る｡
本来寺院や神社に は, そ れ らを巡る習慣が ある ｡
一 つ の 森 の なか で も巡拝路 は, 単線型 , 広場型 ,
奥宮型 , 多参道型 , 通 り抜 け型 , 回遊型, ネ ッ ト
ワ ー ク 型 , そ の 他が あ る(上田 篤 ･ 菅沼孝之 ･ 薗
田 稔 , 2003)｡ 沖縄 の 御舟 に'も森 の 中を回遊す る
通路が み られ , 回遊 は参拝の 基本的な形襲で あ る｡
古代 に は 国司の 任務 の 一 つ に , 国内 の 神社を参
拝 して 廻る聖地巡拝が あ っ た ｡ 各神社 は地方豪族
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の 氏神 的存在で あ り , 巡拝順 は国 内豪族の 力関係
を反映 し た( 山本 尚幸編 , 2bo3)｡ こ う した 国司の
巡拝は , 府中 に 総社 を設 ける こと に より消滅する｡.
神社 で は ま た , 御輿が 渡御 して , 神 が神幸 ･ 巡
幸 し, と き に神送り･が さ れる ｡ 神ど う しも交流 し ,
神無月 に は神 は出雲 へ と移動 する ｡ 一 方, 人 は多
く 寺院を対象 に巡拝 し て ま わ っ た ｡ た だ しー送 り大
師や , 遍路が 同行 二人 とさ れ る よ う に , 人 だ け で
な く仏 も ま た移動 した ｡ すな わ ち大師霊場 や観音
霊場で も, 巡 る こと は同時に仏 を送 る こと で もあ っ
た ｡ 観音や 大師は地方性の 強い 仏 ゆえ , 写 し の 形
で 各地 に 霊場開創 が可能に な っ た と考 え-られる ｡
･古寺 , 旧跡 めぐり に と どま らず, 三 十三所 , 八
十八所 と い っ た 一 定 の 構造が準備 され て い る ｡ 神
社 に は さ ま ざま な神徳 , 御利益 が あ る古手もか か わ
らず , そ れ ら は ⊥ 般 に 巡拝さ れ な い ｡ 巡拝 の 要素
紘, 山形
､
で も み られ る よ う に , 密教 お よび修験道
で あ る ｡ そ し て 里 山に ま つ られ る観音 で あ る ｡
2. 巡拝の性格と嘩拝路の形態
巡拝 の 意味 は地域や霊場 に より異 な る ｡ 会津三
十三観音 で は , グ ル ー プ に よ る巡拝が 基本で , 地
元 の 人 々 と く に 女性が多く ★ 子育て が終わ る頃に
姑め られ , 楽 しみ とと も に有益な地域の 行事で あ っ
た ｡ 最上三十三 観音で は , 巡礼が個人 の 宗教的な
功徳 あ る い は善根だと い う考え方 が基本 に あ る ｡
津軽三十三観音で は地元の 高齢女性が は とん ど で ,
先祖 や死者の 供養 の た め に 行 われ , 家 や家族が大
きな意 味を も つ(華園聡磨 , 2000)｡ た だ し比較叩
広域 の 地方霊場 で は , 巡拝 の 意味 に差異が あ っ て
ち, 巡拝路 は おお よそ簡単 な形 を して い る｡
江戸 な ど都市 の 霊場 は, 札所全体は塊状だ が ,
巡拝路 は複雑で あ る ｡ こ れ は市民が 個人 的に 休暇
の 折 り に 巡拝する な ど , 地域 ごと に 札所群 と し て
存在す る ため と考 え られ る ｡
ま た都市近郊の 霊場も, 札所全体 は塊状 だが ,
巡拝路 は複雑 で あ る ｡ た と え ば , 利根川下流域 に
は , 四 国 の 写 し霊場 が多数 あ る(小嶋博巳 , 1996)0
東葛飾郡沼南町 , 印旗郡白井町, 鎌+ 谷市, 松戸
市 , 相市 に わ た る東葛印播大師講 で は , 幕末 ･ 明
冷以降 に ｢送 り大 師｣ 行事が取 り入 れ られ た ｡ 5
月1 - 5日 の ｢タ ネ マキ シ ョ ウ ガ ツ｣ と い う農閑期
に 行われ たか; 農村の 変化 , ､ 娯楽 の 多様化, 交通
量の 増加 , 高年齢化 , 四 国遍路 の 容易化 な ど に よ
り 簡略化が 進ん で い る(小林 団, 2002)｡ 個人 と し
て 西 国霊場 , 四 国霊場 に 出か け る の と異 な り , こ
う し た 写 し霊場 で'は , 地 元 地域 の 集団的儀礼 と し
て 巡拝が 行わ れ る た め に , 生産 , 文化 , 信仰 な ど
で結 び っ く 地域 が網羅さ れ る よう に 考 え られ る ｡
3. 近年の 巡拝の傾向
札所寺院 は多く は観音を ま つ るが , 境内 に は阿
弥陀如来 , 不動明王 , 地蔵 , 稲荷神 な どさ ま ぎ ま
な神仏が把 られ て お り , さ ら に 境内に ね滝 , 岩壁 ,
巨木な どがあ り , 隣接 し て 神社が あ る
′
･こ とが 多い ｡
こ う した札所 は新た に 開創さ れ た多くの 霊場札所
を兼ね て お り , 札所 の 意味 も多様化 して い る ｡
個人 に せ よ集団たせ よ , 多数 の 人 々 が 巡拝 する
よう に な る背景 に はi 多様 な要 因が あ る ｡ 巡拝す
る人た ち は , 最上観音霊場 で は, 健康 , 信心 , 家
庭円満, 路銀調達可 , 代替わ り す る思秋期の 女人
達 と い う(渡辺信 三 , 20CIO). 少数 の 修行者 に よ る
信仰 に基 づく巡拝か ら,
'
生活 に ゆ とり 甲あ る層 に
お け る, 観光 , 見聞 , 親睦 , 健康な ど へ と意 味が
多様化 した ｡
現在 も新 た な霊場 が開創 され , 巡拝 の 意味も変
化 し つ つ あ る ｡ た と え ば1986年 に は , 栃木県の 八
溝七福神巡り が 開創 され た(1990.3.7朝 日新聞)｡ 開
創 に か か わ っ た住職 は, 県 の オ リ エ ン テ ー リ ン グ
協会長 も 務` め て い たと い わ れ , 庵延長40km 余 り
の 巡拝 は , 健康 と深 く串か わ る ｡ さ ら に 2003年 に
は , 秩父札所 の 昔の 嘩礼路 に , 食堂 , 土産物店,
博物館･を絡ませ る ｢ 巡礼古道｣が企画され た(2003.
1.11朝日新聞)｡ 大規模霊場 の 巡拝 は団体 で 観光 バ
ス を利用す る こ とが 多 い が , 比較的手軽 に , 観光
の み な らず , 文化 に 触れ , 健康増進が求 め られ て
い る ｡
4. 高齢化社会 と霊場
現代 の 巡拝の 背景 に は , 広義 の 観光が あ り , 健
康志 向, .
ド ライ ブ, 地域探訪 な どが あり, 単 な る
観光 で は なく複合的な要因を含 ん で い る｡ ま た以
前 にく ら べ , 個人的な理 由で 巡拝す る こ と が多く
な っ て い る ｡
1989年 に ば ば け封 じ関東33観音霊場 が正式 に 発
会 し(1990.6.3朝日新 聞), ま た1993年に 東海 白寿三
十三 観音霊場が 結成さ れた(1993.12.18朝 日新 聞)｡
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札所から位置が変わらない o 上 野 の 山
の最南端 , 不 忍池を見お ろす位置にあ
り, 懸造 り の舞台をも つ ｡
図1 6 御府内八十八ケ所霊場
第1番高野山東京別院
品川駅か ら桂坂を上 っ た台地上 に
位置する｡ 境内には斜 めに参道が走
り, 幡が立て られ るo 八十八所の石
仏が数段 の高さの モ ニ ュ メ ン ト状に
立て られ る｡ 本堂内にはお大師様と
右に観音様 , 左 にお不動様がならぶ ｡
図14 江戸時代に開創された大師(八十八ケ所)霊場
図21 四 国八十八 ケ所霊場 の巡拝路-
囲22 秩父三 十四 観音霊場 の巡拝路
途中路によく案内板がみられ, 札所番号は規則的に配置され ,
わずかに第6番 卜雲寺と第7番法長寺での 逆打ちがい われる程
度で ある｡ こ の札所順 の ル ー ト探索結果を示す｡
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ゼ ン リ ン の 電子地図帳z 5より
ル ー ト探索すると , 一 般道優先の
場合 , 総延長12 88. 1kn, 所要時間




′ト丘上に , 八幡社と第89番札所が ある｡
･ 園2 3 方面別1=
.
設定された巡拝 エリア
御府内霊場は , 城南, 三 田 ･ 赤坂 , 谷中,
図24クラスタ ー 分析により抽 出した
御府内霊場 の 札所群
浅草 , 江東, 滝野礼 文瓦 四谷 , 練馬, 牛 札所寺院は エ リア別に分けられ るよ う`に , 近接す る札所群
込 , 中野, 城取 郊外の1 3エ リ ア と して案内 が みとめ られ , それらの位置にク ラ ス タ
ー 分析を適用する こ
されて い る 修 田 ･ 遊佐 , 20 0 0)｡ と によ り巡拝の順序が設定される｡





別 に, 4 コ ー ス が設定されて い るo 同様 の ク ラ ス
タ ー 分析を行うと, 海側, 二上山, 高岡市街 ,
小欠部側に分かれる｡
図2 6 設定された金沢坂東観音札所 の
巡拝順序
石川県の金沢西国観音霊場は , 市衝地 , 金沢
城周辺 をめ ぐるもの である｡ 札所は東山の 山麓
や浅野川 と犀川 の間の河岸段丘の 縁辺 に , とく
に集中 して い る｡ 札所番号は比較的連続すると
こ ろもあるが , そ の ままた どる こ とはできない
図28 傾斜角分布と最短パスで示される
御府内霊場の巡拝路
赤色が急傾斜地を示す｡ 江戸 の御府内霊場を例に して ,
巡拝路は傾斜地を避与
.
1たと仮定 し, 傾斜角を コ ス トとする
最短パ ス か ら巡拝路を復元o
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地方霊場の 開創と そ の 巡 拝路に つ い て
こ れ ら の 霊場 の 開創に は , 考人の 健康や ぼ け防止
が う たわ れ て い る ｡
､
さ ら に そ の 背景 に は石材業者や仏像専門店がか
か わ ち て お り , 観音像や霊場 グ ッ ズ を卸 し , 霊場
の ノ ウ - ウ を提供 し て い る と い う｡ 全国的な霊場
開創 の 増加 に は, 1984年の 弘法大 師 一 千百五十年
法要が 一 つ の 契機 とな る が , 一 方 で 増加 した水子
地掛 こかわ る仏像需要が業者 より求め られ た こ と ,
高齢化が社会問題化 した こ と な どが関わ っ て き た .
Ⅴ おわりに
本論で は, 北 陸, 南 東北 , 南関東に お ける地 方
霊場 を例 に , 巡拝路 を中心に 調査 した ｡ 多く の 霊
場 で は開創 当初か ら の 札所 の 異動 も大 きく , 巡拝
路も明示されな い ｡ そ れら の霊場に つ い て ク ラ ス タ ー
分析を援用 し て 巡拝順 序を設定 し, G ISを利用 し て
巡拝 路を復元 した ｡ さ ら に 近年開創 された霊 場な
どか ら, 巡拝路の意味の 変容に つ い て検討 した ｡ そ
の結果得 られた主な成果 は, 以下 の とお り で ある｡
1) 北陸 で は江戸時代後期 に , 越前を 中心 に 多く
の 観音霊場な どが 開創 され た o そ れ ら の 巡拝
路 は , 起点 と終点が離れ た もの も多い ｡
､
2)南東北 で は戦国時代以 降, 農村や 都市 に 多数
の 霊場が 開創さ れ た ｡ 修験 の 影響が 強く , さ
ま ざま な種類 の 霊場が重層 して い る ｡
3) 東京で は多数 の 都市霊場 が 開創 され たが , fL
所群 を巡拝す る傾向が あ る ｡ 一 方東京近郊で
は, 地域 内をく ま なく巡拝 する路が と られ だ｡
4) 地図ソ フ トな ど に よ り効率的な巡拝路･が 設定
さ れ る｡ た だ し車 を対象と し て お り , 巡拝路
と,し て は不自然な こと も多 い ｡
5) 霊場内 に 存在 する札所群が , ク ラ ス タ ー 分析
に より 抽出される ｡ さ ら に 近隣め札所 を結 び
つ ける と , 適切な巡拝順序 が知 られ る ｡
､6) 上 り下
-り を避 ける よ う , 傾斜角 を考慮 した最
･短 パ ス か ら , 巡拝路 を復元す る ｡ そ れ らは 自
然 に 作 られ た道に 近似す ると思 われ る.0
7) 巡拝は古来 よ り , 神社などで 行 われ た年中行
事 の 一 つ で あ る ｡ 次第に札所 め ぐり の 一 定 の
形式が 普及する ように な っ た ｡
8) 巡拝 は個人的 に 行う か , あ る い は地域集団 で
行わ れ る ｡ 前者 で あ れ ば札所群 を適宜訪 れ ,
後者 で あ れ ば地域 内をくま なく巡 る ｡
9) 近年で は , 信仰や供 養の は か , 観光や 親睦の
比重 が大 き い ｡ さ ら に 健康 や文化 な ど と絡め
た巡拝が , 多く み られ る ｡
10) 高齢化社会 に お い て , 現世利益 と結 び っ く 霊
場が求 め ら れ て い る ｡ そ の 開創 に は , 関連業
_者か ら の 働き か けが 大き い ｡
一 般 に霊場 の 札所 は , 33や88の 聖数 に み あ う よ
う選定さ れ る ｡ 開創 の 古 い 霊場 は , 盆地 や 島に 位
置す るもの が多 い ｡ こう し た霊場 は , 環状 の 巡拝
路の 形態の もの が 多い ｡ そ れ は地域 内の 中JL､地 よ
り出発 ･ 帰還す る の が好都合で あ り , か つ 地形 も
そ れ に 適 し て い た こ と に よ ると思わ れ る｡
し か し霊場 が各地に 増加す ると , 巡拝路 はさ ま
ざま な形態を と る よう に な っ た ｡ そ れ は信仰の 対
象 よ り も嘩草す る 側 の 事情 に よ る ｡ 都 市 部 に お い
て は, 都市住民 が個人的に 折々 に巡拝 し た ｡ ま た
農村地域 で は地縁集団が共 同体維持 の ため , 地域
をく ま なく 巡 っ た ｡ そ れ ぞ れ の 生活圏と強く結 び
つ く 一 方 , 不規則 な起伏の 地域 に展開 した た め ,
巡拝路も不規則 な形態の もの と な っ た ｡
近世 の 札所も, 近辺 に は温泉が 多く , さ ら に札
所 より名所 旧跡を訪ね る巡拝 も指摘されて い る ｡
近年開創の 霊場で は高齢者の JL､身 の 健康な どが 喧
伝 され るが , 設立 の 経緯 に よれ ば仏像の 前 に おけ
る現世利益祈願が主 と も考え ら れ る ｡ さ ら に 車や
鉄道 の 利用 を前提 に , 旧来 に は な い 形態の 巡拝路
が現れ るよ う に な っ た ｡
近年 で は札所近辺 は詳 しく案 内され て も, 途中
経路は簡略化 され , 巡拝路 は明示 され な い こ と も
多い ｡ 個人的な巡礼者 が , 個々 に 巡拝路を創 出す
る こ と は , 巡拝 を主体的 ･ 能動的に 意義付 ける も
の か も しれ な い ｡ し か し, 古 い 霊場で は道 に里程
を記 した道標が立 ち , 巡拝者 も接待を受 け つ つ 道
を尋ね た で あ ろう し , 一 定ゐ巡拝路が存在 したよ
う に 思わ れ る . そ の 他の道 に も通 る位置が あり ,
日 々 通う に も 一 定 の 経路が存在す る ｡ か つ て の 札
所が 変わ る と ともに , 巡拝 の 意味 も変容し た と考
え られ るが , 霊場開創 当初の 巡拝路が 復元 され る
こ と に より,
t
霊場や地域の 空間的秩序が 明らか に
な る も の と考 え られ る ｡
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